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大阪・関西万博に向けた
万博TDMトライアル計画について

資料２



■万博TDMトライアルの目的と実施期間

➣万博会期中の来場者の安全・円滑な輸送に万全を期すため、トライアル期間を設定
➣大阪・関西万博会期中において、最も来場者が集中すると予測される会期末に相当する

期間の1年前をトライアル期間と設定。

➣TDM試行実施後に、効果測定等を実施 日 月 火 水 木 金 土

9/21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 10/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13
閉幕日

14 15 16 17 18

≪2024年カレンダー≫ ≪（参考）2025年カレンダー（万博開催年度）≫

日 月 火 水 木 金 土

9/22 23 24 25 26 27 28

29 30 10/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

TDMトライアル期間（9/30～10/4）

万博最混雑期（会期末10/1～13）

トライアル期間

トライアル目的

➣TDMパートナー登録企業等によるTDMトライアルへの参加、並びに課題の把握
➣TDMトライアル内容と低減交通量の相関関係の把握（交通量低減におけるTDMの有意性確認）
➣検証結果の公表によるTDM取組の重要性に関する企業の意識向上

➡ 2024年9月30日（月）～10月４日（金）

※インテックス大阪でのイベント状況を加味して、9/30-10/4をトライアル期間として設定 2
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■万博TDMトライアルエリア・対象

重点エリア・主要エリアを含む大阪府域の企業を対象に幅広に、トライアルへの協力を依頼

来場者等により、人流・物流が集中し、
混雑が予想される下記を対象

TDMトライアルエリア

TDMトライアル対象

【重点エリア】
・万博会場周辺
・Osaka Metro中央線周辺

【主要エリア】
・大阪市内等の主要ターミナル周辺
の駅シャトルバス発着地
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■企業の皆さまに取り組んでいただきたい取組み

在宅勤務 まとめて納品

・ 在宅勤務、休暇取得
・ オンライン会議の推進、共同配送
・ イベント開催場所や時期の変更 等

迂回通勤 等

配送ルートの変更時差出勤

🕘 🕦 納品時期の変更
• 時差出勤
• フレックスタイム
• リードタイム（納品時期等）の変更
• 配送時間の変更 等

・ 通勤経路の変更
• 配送経路の変更
• 影響の低いエリアにある倉庫の活用 等

主な取組メニュー

具体的な行動
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＜鉄道＞ 万博交通の集中が予測されるOsaka Metro中央線、御堂筋線の平日朝ピーク時
（８時台～10時台）の利用を回避する行動

＜道路＞ 万博交通の集中が予測される平日午前における万博会場周辺等の一般道路、
阪神高速道路の利用を回避する行動

各企業において実施可能な取組みを選択いただき、実践
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■検証テーマと検証方法

③
交通低減量の
把握・見込み

並びに
企業の取組内容
との相関把握

①
企業等による
取組の実態、

並びに
万博会期中の

取組意向の把握

②
交通行動を

変更するうえでの
課題の把握

C.
鉄道に関する

データ

D.
道路に関する

データ

A.
企業

アンケート

B.
WEBモニター
アンケ―ト等

✓駅区間別利用者数等の
データ活用による定量分析

（大阪メトロとの連携）

✓万博TDMパートナー登録
企業、経済界・業界団体等
にアンケートの協力依頼

（企業レベル・個人レベル）
⇒TDMの認知度の把握とともに、取組
内容、会期中の取組意向を把握

⇒取り組もうとしたができなかったこと、
取組規模拡大のための必要条件
等を確認

◆取組内容、規模感の実績の把握

◆課題:周知不足、企業内での制度
変更の必要性、IT環境の整備、
サプライチェーンの中での調整余地 等

◆［定量分析］
交通量低減量と企業の取組内容・
規模との相関関係の把握

（鉄道・道路）

（鉄道・道路）

（鉄道）

◆［定性分析］
アンケートを基にした交通量低減量
の把握 （道路）

✓A（企業アンケート）で
拾えなかった個人レベルでの
回収数向上に寄与

✓上記アンケートを基にした
交通量低減量の把握

アンケート等を踏まえた万博会期中に向けての追加対策案について整理

アウトプットイメージ調査方法検証テーマ



■検証方法

➤大阪メトロ保有データを提供いただき、「トライアル時」と
「同曜日の通常時※」を比較し、変化交通量を把握

※通常時として、年変動や月変動の影響を受けないよう、トライアル前後の
前週、翌週を採用

※インテックス大阪イベント利用者は、ニュートラムの中埠頭駅、トレードセンター前駅、
コスモスクエア駅の利用者数を通常時と比較し、算出。交通量変動要素から排除。

■検証箇所 ➤大阪メトロ中央線（弁天町⇒コスモスクエア区間）

■検証時間 ➤混雑対策が必要なピーク時間帯（８時台～10時台）と
その前後１時間を対象

■検証データ ➤駅区間別利用者数、降車人数 等

■検証内容
➤TDMトライアルによる効果検証（影響把握）
⇒在宅勤務や時差出勤等による利用者数の減少量を把握
⇒ピーク時間帯隣接の7、11時台への影響把握

■交通量低減量の検証 【鉄道（大阪メトロ中央線）】

8～10時台

◇アウトプットイメージ

駅区間

対前週比（9/X） 対翌週比（10/X）

7時
ピーク
時間帯
8-10時

11時 午前中 7時
ピーク
時間帯
8-10時

11時 午前中

弁天町⁻
朝潮橋 +〇％ -△％ ＋△％ -△％ +〇％ -△％ ＋△％ -△％

朝潮橋⁻
大阪港

… … … … … … … …

大阪港⁻
コスモスクエア

… … … … … … … …

【大阪メトロ中央線 各駅別改札口入場者数の変化】

✓日別の対前週比・翌週比の低減
交通量の把握

✓各日間での低減交通量の比較
✓アンケート結果とのクロス集計に
よる交通低減量と取組内容の
相関関係の整理



■アンケートの実施
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■万博TDMトライアル時のTDM推進団体等の取組

交通円滑化推進会議 構成団体においても、万博TDMトライアル期間中の取組を展開

◆TDMトライアルにおいて、会期本番（最混雑期）を見据えた通勤削減に取組む。

・R6.9.30～10.4（平日5日間）:

トライアル後、企業による取組と併せて効果や課題（環境整備等）を把握・検証し、会期本番に向けた取組に反映。

①大阪府・大阪市

②博覧会協会
◆万博開催期間中、夢洲会場に出勤する職員は２交代を想定（時差出勤）

・R6.9.30～10.4（平日5日間）:

※その他の部局についても一定の通勤削減を引き続き検討

③経済団体、④国関係機関、⑤鉄道・バス・トラック事業者等
におかれても、TDM推進団体として取組を実施・周知していただきたい

「咲洲庁舎・ATC庁舎部局に通勤する職員」について、時差出勤・在宅勤務等により、午前中の
混雑時間帯（８時台～１０時台）における通勤の7割削減を目指す。

職員について、時差出勤・在宅勤務等により、午前中の混雑時間帯（８時台～１０時台）
における通勤の７割削減を目指す
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■万博TDMトライアルに伴う広報

➤多くの企業の方にTDMトライアルを認知いただけるよう、鉄道事業者の所有媒体を中心に
広報掲載を調整

➤TDMトライアルに特化した新たなポスター・チラシの作成

【ドア横ポスター:B3（9/10～9/30）】

【改札内 掲載スペース:B0（9/9～10/4）】

【臨時集中貼:B0（9/16～10/4）】
本町駅

全車両

御堂筋線:新大阪・梅田・心斎橋・なんば
谷町線:東梅田、天王寺、四ツ橋線:西梅田

梅田駅

＜例:中央線・御堂筋線等の主要駅＞








